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Painted History

絵
画
と
織
物
―
配
色
・
パ
タ
ー
ン
の
ひ
み
つ

画
家
た
ち
の
美
術
史

1985年、パリ・メニルモンタン通りのアトリエにて。数年で帰るつもりで
行ったパリに住み着いた。ドイツの新表現主義の影響を受けて、身体をモ
チーフとする作品を描くようになった。 撮影＝フィリップ・トゥオノウ

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

「
サ
ド
と
パ
リ
」
と
言
え
ば
、
赤
ワ
イ
ン

と
ジ
ヴ
ィ
エ
の
よ
う
に
耳
に
響
く
が
、
こ

の
場
合
は
、「
佐
渡
と
パ
リ
」。
佐
渡
に
生

ま
れ
た
男
が
、
な
ぜ
パ
リ
へ
行
き
、
画
家

に
な
っ
た
の
か
。
東
西
の
往
来
に
何
を
観

た
の
か
…
…
？

「
絵
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
記
憶
は
、
描

き
あ
ぐ
ね
て
い
る
状
態
に
関
す
る
も
の

で
す
。
小
学
校
の
写
生
大
会
で
、
上
級

生
と
弟
と
３
人
で
島
の
警
察
署
を
ス
ケ

ッ
チ
し
ま
し
た
。
明
治
期
の
和
洋
折
衷

の
建
築
を
、
弟
は
、
カ
ラ
フ
ル
に
描
い
た

の
に
自
分
は
上
手
く
描
け
な
い
。
そ
の

感
覚
は
遡
さ
か
の
ぼる
と
、
幼
稚
園
の
遊
戯
で
み

ん
な
で〈
汽
車
ぽ
っ
ぽ
〉
を
し
て
走
る
時

に
、
線
路
が
な
い
の
で
ど
こ
を
走
っ
て
い

い
の
か
戸
惑
っ
た
自
分
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」。中

学
で
は
、
浅
井
忠
の
弟
子
だ
っ
た
老

齢
の
東
京
美
術
学
校（
現
東
京
藝
術
大
学
）

出
身
の
先
生
か
ら
、
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
。「『
清
水
は
、
美
校
へ

行
け
』と
言
わ
れ
て
、高
校
生
に
な
る
と
、

剣
道
部
と
か
け
持
ち
で
練
習
前
に
防
具

を
着
け
て
、
先
生
の
代
わ
り
に
美
術
部

1984

浜辺へ 1984 キャンバスにアクリル
170×240cm   撮影＝本間孝

「自分の身体を使って、
〈新しい身体〉を
生んでいくような舞踏……。
絵でも、そうしたことが
できないかと」

清
水
伸

24
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し
た
」。

77
年
渡
仏
。
武
蔵
美
か
ら
の
友
人
の

誘
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
ま
ず
美
術
館

巡
り
を
し
ま
し
た
。
開
館
し
た
ば
か
り

の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
は
、
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
よ
く
行
っ
た
の
は
、
ジ
ュ
・

ド
・
ポ
ー
ム
の
印
象
派
美
術
館
。
風
景
と

色
彩
に
よ
っ
て
、
西
欧
絵
画
が
解
放
さ
れ

た
過
程
が
作
家
ご
と
の
展
示
で
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
ル
ー
ヴ
ル
で
は
、
身
体
の

表
象
の
森
で
あ
っ
た
、
そ
れ
ま
で
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
囲
ま
れ
て
、
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
」。

「
パ
リ
に
腰
を
落
ち
着
け
た
の
は
、
当
時

知
り
合
っ
た
同
世
代
の
仏
文
の
留
学
生

た
ち
が
、
渡
仏
し
て
６
年
か
ら
10
年
も

か
か
っ
て
学
位
を
と
る
姿
に
励
ま
さ
れ

た
せ
い
も
あ
り
ま
し
た
」。

《
浜
辺
へ
》（
１
９
８
４
）
は
、
パ
リ
で
の
定

住
か
ら
時
を
経
て
、
そ
の
成
果
を
佐
渡

で
の
初
個
展
や
日
本
で
も
発
表
し
始
め

た
こ
ろ
の
作
品
。
パ
リ
で
の
初
期
の
作
品

は
、
写
真
や
印
刷
物
を
フ
ォ
ト
・
リ
ア
リ

ズ
ム
で
描
い
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の

だ
っ
た
が
、
80
年
前
後
か
ら
ド
イ
ツ
の
新

石と絣　2004 キャンバスに油彩
195×220cm 撮影=本間孝

と
向
か
っ
て
い
た
。

「
自
治
会
活
動
を
し
な
が
ら
ア
ト
リ
エ

で
夜
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
、泊
ま
り
込
ん
で
、

朝
ビ
ラ
を
配
り
、
デ
モ
に
行
き
ま
し
た
」。

砂
川
闘
争
、
王
子
野
戦
病
院
、
佐
世

保
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
羽
田
闘
争
、
成

田
…
…
、
デ
モ
の
先
頭
で
機
動
隊
と
闘
う

日
々
の
中
で
、
や
が
て
大
学
も
封
鎖
か
ら

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
た
。
70
年
安
保
闘
争

の
終
わ
り
を
知
っ
て
、
運
動
か
ら
離
れ
、

地
下
鉄
工
事
の
仕
事
な
ど
を
し
て
い
た

が
、
74
年
に
は
、
佐
渡
に
帰
っ
た
。

「
家
の
窯
元
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
、

絵
を
描
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
両
立

は
難
し
く
て
、
３
年
後
に
パ
リ
に
行
き
ま

の
後
輩
に
デ
ッ
サ
ン
を
教
え
て
い
ま
し

た
」。東

京
の
美
術
予
備
校
の
夏
期
講
習
を

受
け
て
、
愕
然

が
く
ぜ
ん

と
す
る
。「
自
分
が
描
い

て
い
た
の
は
、
安
井
曾
太
郎
の
こ
ろ
の
木

炭
画
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
」。

一
年
浪
人
し
て
受
験
用
の
デ
ッ
サ
ン
を
学

ん
で
、
１
９
６
８
年
武
蔵
野
美
術
大
学
の

実
技
専
修
科
に
入
学
。
現
在
は
な
い
、
こ

の
３
年
制
の
科
で
は
、
日
本
の
抽
象
画

の
先
駆
者
、
山
口
長
男
が
教
え
て
い
た
。

「
山
口
先
生
は
、
ご
両
親
が
鹿
児
島
出

身
で
、
朝
鮮
育
ち
だ
っ
た
の
で
、
研
究
室

に
は
焼
酎
の
大
瓶
が
あ
っ
て
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
も
よ
く
や
り
ま
し
た
。パ
リ
の
話
や
、

最
期
に
付
き
添
っ
た
佐
伯
祐
三
の
こ
と

も
話
さ
れ
ま
し
た
」。

「
ナ
イ
フ
に
よ
る
平
塗
り
の
作
風
か
ら
、

『
壁
屋
』
と
言
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
口
数
は
少
な
く
、『
実じ
つ

に
触
れ
な
さ

い
』と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
覚
で
き

る
ま
で
や
れ
と
い
う
教
え
と
受
け
と
め

ま
し
た
」。

50
年
代
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
、
世

の
中
は
、
反
戦
、
学
生
運
動
の
ピ
ー
ク
へ

無題　1996 キャンバスに油彩
300×306cm  新潟市美術館蔵撮影＝本間孝

2004
「人間の生活史とともにあった色彩やパターンには、

表現の秘密が伝えられているはずです」

1989
「パリで制作した作品を佐渡へ運んで、

旧金山の坑道口や闇の中に置いてみました」

アルファ・ネグロ 1989
キャンバスに油彩　各250×
200cm 撮影＝本間孝
背景は、佐渡市相川の旧佐
渡金山・坑道入口のトロッコ
置き場跡。ここから坑夫た
ちは、トロッコに乗り地下に
降りて、金を掘った
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し
た
」。
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年
渡
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友
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か
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。「
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の
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の
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、
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こ
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の
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の
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９
６
８
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。
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しみず・しん 1947年新潟県佐渡市生まれ。68年武蔵野美術
大学実技専修科入学。77年パリに渡る。
主な個展に84年相川町佐渡会館（新潟）、86年パリ国際青年館、
91年ギャラリーαM（東京）、94年創庫美術館（新潟）、98年ギ
ャラリー・アヴィヴソン（パリ）、99年ウッジ美術大学（ポーラン
ド）、神奈川県民ホール・ギャラリー（横浜）、01年知足美術館
（新潟）、89,90,92,96,01,03年ギャラリー山口（東京）、04年新
潟館ネスパス（東京）、佐渡博物館（新潟）など。
主なグループ展は、77年「サロン・ジュンヌ・パンチュール」（パ
リ）、80年「ヨーロッパ賞展」（オスタンド、ベルギー）、87年「ヨ
コハマ・パリ’87展」（神奈川県民ホール・ギャラリー）、88年「黄
色い絵展」（練馬区立美術館、東京）、89年、「マルク・シルド 清
水伸2人展」（創庫美術館・点、新潟）、97年「常設展Ⅱ」（新潟
市美術館）、98年「ポーランド巡回日本現代美術展」（ギャラリ
ー・プフェイファー・ニジッツァ、グダニスク美術大学ほか）、02
年「ヌーベル・バーグ日本人作家展」（ナント、フランス）など。

表
現
主
義
の
絵
画
に
刺
激
さ
れ
て
、
身

体
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
。

「
こ
の
作
品
は
、
パ
リ
で
観
た
田
中
泯み
ん

さ

ん
の
舞
踏
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
舞
踏
は
、
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
、〈
新

し
い
身
体
〉そ
の
も
の
を
生
ん
で
い
く
よ

う
で
し
た
。
絵
画
で
も
、
そ
う
し
た
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
」。

東京・京橋のギャラリー山口にて。パリに住んで27年ほどになる。近
年は、毎年故郷の佐渡のアトリエでも制作している。今秋は、青山の
新潟館ネスパスと佐渡博物館で、新作展「ひみつの庭」を開いた。背
景の作品は、《香る土》（2002、和紙に顔料）［＊］

に
観
ら
れ
る
こ
と
が
気
に
な
り
は
じ
め

ま
し
た
。
た
と
え
ば
イ
ン
ド
の
絣
か
す
り
は
、
大

航
海
時
代
に
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
、
さ
ら

に
西
欧
へ
も
広
く
伝
わ
り
ま
し
た
」。

《
石
と
絣
》（
２
０
０
４
）
は
、
絣
の
配

色
パ
タ
ー
ン
の
地
に
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ（
青

金
石
）の
装
身
具
の
環
を
組
み
合
わ
せ
た

新
作
。「
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
も
古
く
か
ら
重

宝
さ
れ
た
石
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
、
屈
指
の
原
産
国
で
す
。
こ
の
石
に
よ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
爆
撃
に
対
す
る
露
天

掘
り
の
鉱
夫
た
ち
や
人
び
と
の
非
戦
の

姿
を
象
徴
し
た
か
っ
た
の
で
す
」。

「
織
物
や
宝
飾
、
陶
器
な
ど
、
人
間
の

生
活
史
と
と
も
に
あ
っ
た
色
彩
や
パ
タ
ー

ン
に
は
、
絵
画
の
歴
史
を
包
摂

ほ
う
せ
つ

す
る
よ

う
な
広
が
り
と
表
現
の
秘
密
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
は
ず
で
す
…
…
」。
取
材
は
、

折
か
ら
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
余
震

と
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
渦
中
だ
っ
た

が
、
画
家
の
こ
と
ば
は
、
闇
に
光
る
砂
金

の
鉱
脈
の
よ
う
に
、
熱
を
帯
び
て
伝
わ
っ

て
き
た
。

2
0
0
4
年
10
月
29
日
、
東
京
・
銀
座
に
て
取
材

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈

《
ア
ル
フ
ァ
・
ネ
グ
ロ
》（
１
９
８
９
）
は
、

身
体
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
線
と
色
面
へ
と
展

開
し
た
連
作
。
右
側
の
黒
の
曲
線
と
白

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、「
ア
ル
フ
ァ
・
ネ
グ
ロ

（
最
初
の
黒
）」の
意
の
よ
う
に
基
点
と
な

っ
て
い
る
。「
身
体
を
描
く
う
ち
に
、
線
が

離
れ
て
輪
郭
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
線

と
色
面
と
い
う
絵
で
あ
る
こ
と
の
要
素

を
使
っ
て
、〈
絵
画
の
身
体
〉を
創
り
出
す

試
み
を
し
ま
し
た
」。

パ
リ
で
制
作
し
た
作
品
を
佐
渡
に
運

ん
で
、
旧
金
山
の
坑
道
入
口
や
闇
の
中

に
置
い
て
み
た
。
廃
鉱
の
闇
に
色
を
確

か
め
る
と
、
人
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。

《
無
題
》（
１
９
９
６
）
は
、
そ
の
後
、
絵

画
的
な
要
素
の
探
究
に
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
や
組
み
合
わ
せ
を
重
ね
た
時
期
の
作

品
。「
最
初
は
、
光
と
闇
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

だ
っ
た
も
の
が
、
色
彩
の
配
置
、
配
色
へ

と
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で

抽
象
表
現
主
義
の
作
品
に
啓
発
さ
れ
て
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
や
ロ

シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
作
品
も
見
直

し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
抽
象

パ
タ
ー
ン
が
昔
か
ら
、
世
界
中
の
織
物

BT01_p145-148_画家達の美術史4.0  04.12.9  2:40 PM  ページ148




